
初期臨床研修医　土田　麻未

第84回 日本臨床外科学会総会
研修医Award受賞について

第67回 日本呼吸器学会 中国・四国地方会
優秀演題賞受賞について

　初期臨床研修医１年目の土田麻未です。11月下旬に
開催された第84回日本臨床外科学会総会に参加し、
気胸・膿胸感染症の部門で研修医Awardを受賞する
ことができましたのでご報告させていただきます。本学
会では肺化膿症の治療について発表させていただきま
した。
　肺化膿症とは細菌感染などを契機に肺が炎症を起こ
し、肺組織の構造が破壊されて肺内に空洞を形成し、
そこに膿が溜まってしまう病気です。肺化膿症の治療と
しては抗菌薬による内科的治療が選択されますが、内
科的治療で症状が改善しない場合は外科的治療が選
択されることがあります。外科的治療としては、肺の膿
が溜まっている部分に管を通し、直接膿を肺の外に排
出するドレナージという方法と、肺の病変部を手術で切
除する肺切除術という方法が選択されることが多いです
が、今回発表させていただいた症例は病変部が非常に
大きく、ドレナージでは管が細いため効果が不十分とな
る可能性がありました。肺切除術を行う場合も炎症が
強いため肺の癒着が予想され、病変部を切除した際に
胸腔内に膿が漏出して健常な臓器にまで感染が及ぶ危
険がありました。そのため、本症例では肋骨の一部を部
分切除し、体表から肺の病変部に繋がる穴を形成し、
肺内に溜まった膿を直接体外へ排出する開窓術という
方法で治療を行い、症状の改善を認めました。

　肺化膿症に対して開窓術を行った症例についての報
告はまだ少なく、外科的治療の選択肢の一つとして有用
な症例報告を行うことができたように思います。本学会
へ参加された研修医の先生方の発表内容はどれも非常
に洗練されており、今後同じような症例を経験した場合
に参考にしたいものが多くありました。今回の経験を通
して、これからの医療の糧となり得る症例について報告
し、知見を広げることの重要性も知ることができました。

　最後になりますが、お忙しい中発表内容について丁
寧にご指導いただいた当院呼吸器外科の先生方に、こ
の場をお借りして深くお礼申し上げます。本学会へ参加
させていただき、誠にありがとうございました。

初期臨床研修医　越智　裕貴
　皆さんこんにちは！1年目初期研修医の越智裕貴と申
します。この度は、2022年12月16日(金)に岡山で開
催された第67回 日本呼吸器学会 中国・四国地方会
にて優秀演題賞を受賞することができました！
　昨年の12月は救急外来での研修が始まって1ヶ月
経った頃で、どのような患者さんが運ばれてくるか分か
らない毎日に緊張してばかりの時期でした。
　そこに人生でまだ２回目の学会発表の準備が重なり、
資料作成に悪戦苦闘したのも今となっては良い思い出で
す。
　今後の医師生活でも何かしらの「発表」をする機会
は沢山あるでしょう。今回の学会発表はそれら全ての礎
になったように思います。言葉は雑ですが、今まで何か
を受賞した経験が少ない私にとって今回の受賞は正直
めちゃくちゃ嬉しいです（笑）

　指導してくださった全ての先生にこの場を借りて感謝
を述べるとともに、今後の研修医生活に邁進していく決
意表明とさせていただきます！

臨床研究部　　　　　　

オミクロン株
ワクチン接種について

　臨床研究部では2022年12月9日・19日・20日・
23日の4日にわけて、「オミクロン株対応2価ワクチ
ンのコホート調査（モデルナ社）」をおこないました。
研究対象者は当職員のワクチン初回接種（1回目・2
回目接種）を完了した方で、コホート調査への参加
同意をされた方です。
　この研究は新型コロナワクチンであるスパイクバック
ス筋注を追加接種した時の安全性を調べることを目的
としており、追加接種から12か月後までのブレークス
ルー感染を調査するとともに被接種者の一部で抗体価
の推移を検討し、接種部位の腫れ・痛み、発熱、頭痛
など接種後に起こりやすい様々な症状の頻度などを調
査し、厚生労働省の予防接種・ワクチン分科会で公表
することを目的としています。以上が調査方法をご説明
しましたが、この調査を準備しました臨床研究部につい
て少しお話しさせてください。
　実はこの度のコホート調査ですが、既に3回おこ
なっており、今回が4回目の調査になります。

①新型コロナワクチンの初回接種後の健康状況調査
（職員対象）
　ファイザー社ワクチン
②新型コロナワクチンの初回接種後の健康状況調査
（自衛隊対象）
　モデルナ社ワクチン
③新型コロナワクチンの追加接種（4回目接種）後
の健康状況調査（職員対象）

　ファイザー社ワクチン
④新型コロナワクチンの追加接種（オミクロン株対
応）の健康状況調査（職員対象）
　モデルナ社ワクチン

　既に①と②は調査終了し、厚生労働省のホーム
ページにて公開しております。
　病院幹部並びに管理課職員のご協力もあり、これ
まで328名がコホート調査へ同意参加し、研究を進
めてきました。この場をお借りしまして御礼申し上
げます。ご協力ありがとうございます。

　最後になりましたが、臨床研究部ではワクチン調
査以外にも約50課題もの臨床研究がおこなわれ各
診療科を支援しています。世の中の動きが変わると
同時に倫理指針が改訂され、また2022年4月1日か
らは個人情報保護法の改訂と、臨床研究をする上で
は様々な課題も多く直面していますが、できる限り
サポートし、医療へ貢献できる臨床研究となるよう
業務を遂行します。臨床研究に興味がありましたら、
貞友臨床研究部長並びに小野循環器研究室長、小出
内分泌・代謝研究室長、豊田がん研究室長、原田呼
吸器研究室長も在籍しています。
　ご相談お待ちしております。気軽にお声かけくだ
さいませ。

白仁田　笑美
杉本　優子
新原　真紀
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